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平成22年春の供用開始に向けて整備が進められている京都
舞鶴港新ふ頭の名称が「舞鶴国際ふ頭」（愛称：みずなぎ
ふ頭）に決定しました。
名称は、京都府が公募し、518件の応募の中から選定しま
した。京都舞鶴港が、日本を代表する港として国際的な拠点
となるようにとの思いがこめられています。
新ふ頭は、延長280ｍ、水深14ｍの岸壁で、５万トン級の
大型船舶が接岸できる多目的国際ターミナルとして整備が進
められています。 「舞鶴国際ふ頭」の完成予想図


